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循環共生型の地域づくりの実現による地域経済循環の拡大（環境省）

• 地域雇用の増加（再生可能エネルギーの導入・管理による地域企業の雇用増や人材の定着）
• 地域外への資金流出の減少による地域内経済循環（更に地域企業の収入増による地域経済活性化）

地域の資源・インフラを活用し、電気・熱を地域で創出し、地域で消費。
地域主導の取組により地域外への資金流出を減らすことで資金が地域内
で循環。環境省は、地域の計画策定及び計画に基づく取組を支援。

例えば、電気・熱等のエネルギー支出により、地域の資金が
地域外（国外）に流出（全国平均で地域総生産の約１割）

地域資源である再生可能エネルギー（風力、木
質バイオマス、温泉熱、小水力等）や廃棄物エ
ネルギーの導入、生態系サービスの利用（地産
地消等）等により、域外へのエネルギー資金等
の流出を防止し、地域経済循環を拡大
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園の整備、海洋ごみ対策



支 出

795
億円

地域経済循環分析図の例（熊本県水俣市）

エネルギー代金の
流出：
約86億円
電気：32億円
熱 ：22億円
運輸：32億円

金融機関等

生 産

産業別付加価値額 労働所得（600億円）

資本所得（488億円）

自然資本（環境）
例：水俣川の流域すべて
が市内に存在

人工資本
例：製造業の集積、九州
新幹線

人的資本
例：高齢化の進行、内外
から多くの来訪者

社会関係資本
例：「もやい直し」によるコ
ミュニティの再生

地域資源ストック：フローを支える基盤

水俣市総生産（／総所得／総支出）1,088億円【2010年】

分 配

190
億円

消費の流出：
休日の約半分

資金の獲得：
製造業、医療・福祉
産業

投資の流出：
市民の預金約
1,000億円のうち
700～800億円

域際収支

投資

フローの経済循環

移輸出：約516億円
移輸入：約428億円

消費

地域外

出典：水俣市「平成23年度水俣市環境まちづくり概要報告書」、環境省「循環共生型地域づくりに向けた検討会」より環境省作成

（）の数字は
地域内自給
率を考慮した
生産誘発係
数
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